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１. はじめに 

レンズレスフーリエディジタルホログラフ

ィは，撮影対象物から撮像素子の間に光学素子

を用いない光学顕微鏡法として知られている．

本研究で は，レンズレスフーリエディジタル

ホログラフィを用いて波長程度の微細構造を

含む光学素子の評価を行うことを検討してい

る．一般にレンズレスディジタルホログラフィ

にはフレネル近似が用いられている[1]．波長

程度の高い分解能を得るためには，フレネル近

似が成り立たない条件で撮影する必要がある．

その方法の一つにフレネルキルヒホッフ回折

積分を用いたレンズレスディジタルホログラ

フィがある[2]．フレネルキルヒホッフ回折積

分は，レイリーゾンマーフェルト回折積分に近

似を用いており，我々はさらに高い分解能が望

めるレイリーゾンマーフェルト回折積分を用

いたレンズレスディジタルホログラフィを提

案し，1951 USAF テストターゲットを用いて，

その分解能を検証した． 

 

２. 実験方法 

実験で用いた光学系を Fig. 1 に示す．照明波

側にレンズを配置し，参照波と照明波の集光面

をずらした．テストターゲットは，参照波の集

光面の位置に配置した．その際，照明波の集光

面は別の面にあるので，テストターゲット上は

あるスポットサイズより大きな面積で照明さ

れる． 

 

３. 実験結果 

Fig.1 の光学系で観測したテストターゲット

を提案手法により再生した結果を Fig.2 に示す． 

見えている部分は Group 9 周辺である．使用し

たテストターゲットの最小サイズは，Group 9

の Element 3(間隔 775nm)であるが，分解できて

いることがわかる． 

 

  
     Fig. 1. Optical system 

 

 

Fig. 2. Experimental result 
 

4.まとめ 

提案手法を用いて，テストターゲットを再生

したところ，1μm 以下の分解能が確認された． 
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